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◆地域にできることとは？

　ふるさと学習は地域と共にありま

す。地域の人口減少や高齢化がもた

らす影響を知った宮川小学校の児童

は、地域の宝である“飛騨みやがわ考

古民俗館”が無人開館に踏み切った

ことを知り、自分たちにできること

は何かを探究しました。

　児童の願いに最大限応え、学びの

伴走者として支えていくことが大人

の役割です。児童は、学芸員や専門

家、宮川町に住む大人と一緒に授業

をして、考古・民俗について理解を

深め、その良さの伝え方を学びまし

た。そして、「来館者が楽しめる考古

民俗館にしよう」を合言葉に、こども

ガイドを行うことを決定しました。

　それから児童は「実現可能性」と

「持続可能性」の視点から活動を見

直して検討を重ね、「クイズラリー完

走者にオリジナルグッズを配布」、

「ガイドの二次元コード化」など自分

たちにできることを考えました。こ

のように探究して創り上げたこども

ガイドは来館者に大変好評でした。

◆総がかりでこどもを支える社会へ

　地域がこどものために活動し、こ

どもが博物館のために活動し、そし

て、素晴らしい博物館が残されてい

く。三者の願いが相乗効果でこども

を育て、地域を育て、博物館を育てた

のです。「こどもを育てる主体者」と

して社会総がかりでこどもを支えて

いく雰囲気のある宮川町は、こども

まんなか社会の実現に近づいていま

す。　　　　　 飛騨市立宮川小学校

学校教育課 0577-73-7494こどもガイドとして地域の魅力を発信しました地域と協働し、自分たちにできることを考えました

みんなが育て みんなが育つ 魅力あるまち

宮川再発見プロジェクト　地域×博物館×小学校の協働の学びがこどもまんなか社会を実現する
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　昔からよく知っている身近な人

や、マスメディア等でよく見る人が

亡くなると、この世に生まれたから

には、誰にでも間違いなく死が訪れ

ることをあらためて思い知ります。

　また、亡くなった後は一体どう

なってしまうのだろうと、どなたも

一度は考えたことがあると思います

が、確証のある答えはどこにもあり

ません。ただ、死ぬ間際やそこに至

るまでは、なるべく苦しまないよう

にしたい、この世に思い残すことの

ないようにしたいと考えながらも、

これもまた日常に流されてしまい、

中途半端な思いをただ抱えているだ

けになってしまいます。

　終活支援センターは、設立から７

年目を迎えますが、これまでに300件

程の相談を受けてきました。相談に

みえる方々はどなたも自分の終末を

より良いものにするために、また遺

族になるべく負担をかけないよう、

家族や親族の幸せを願って訪れま

す。

　しかし、自分にはまだ終活は早い

と考えている人の多くはやはりどこ

か『死』を他人事と捉えて、そのう

え縁起が悪いものとして自分から遠

ざけたいと思うようです。また中に

は「高齢」と言われることさえ忌み

嫌う人もいます。

　自分は元気であり、まだまだこの

先もずっと人生を謳歌したいという

気持ちは素晴らしく、大切にしてほ

しいと思いますが、その一方で誰も

が『死生観』をもつことも大事であ

ると考えるのです。

　死について考えることはけっして

ネガティブなことではありません

し、死生観と終活は密接なつながり

があります。

　生と死を意識して生きることで、

自分の限られた時間をどう生きるの

かが明確になると思います。

飛騨市終活支援センター

（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

『落語で人生の最終章を考える』

終活セミナー

ハートピア古川

申込・お問い合わせは下記まで

５月31日（土）　13:30 ～ 15:00

講師：介護亭　楽珍　氏
〈あのよ～エンターテイメント代表〉

死生観と向き合う

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その62＞

連載の庭

　「地域包括ケアシステム」とは、

高齢者が要介護状態となっても住み

慣れた地域で自分らしい生活を続け

られるよう、医療・介護・福祉が連

携し、支援体制を構築する仕組みで

す。その実現には、各専門職の協力

が不可欠です。飛騨市民病院は、こ

の仕組みの「医療」の部分を担い、

地域に根ざした包括的な医療とケア

を提供しています。当院では「地域

包括医療・ケア」を基本方針とし、

医療・介護・福祉・保健・生活が一

体となった支援を実践しています。

　地域連携室では、地域の医療機関

や在宅・介護施設と連携し、退院や

転院、施設入所の調整、介護保険な

どの相談をスムーズに行う役割を

担っています。その中でも特に力を

入れているのが「入退院支援」で

す。

　入院直後は、患者さんもご家族も

治療や身体のことで頭がいっぱいに

なりがちです。また、退院後に「こ

んなはずじゃなかった」「今まで通

りの生活ができない」と困ることが

ないよう、入院中から準備をすすめ

ることが大切です。退院後の生活を

整えるには多くの調整が必要で、予

想以上に時間がかかることもありま

す。そのため、早期からの介入が求

められます。

　患者さんの回復の過程は一人ひと

り異なり、状況も日々変化します。

円滑な退院支援には、患者さんやご

家族との密なコミュニケーションが

不可欠です。さらに、主治医、理学

療法士、社会福祉士、ケアマネ

ジャー、訪問看護師や訪問診療医、

介護事業所、介護施設、福祉相談員

など多職種との連携が欠かせませ

ん。私たちは、退院後も安心してそ

の人らしい生活を送ることができる

よう、関係者が一丸となって支援や

調整をしています。

　また、入退院支援に加え、介護保

険の手続き、他病院との連携、在宅

医療・生活に関する相談など、幅広

い支援を行っています。お困りの際

は、お気軽にご相談ください。

　飛騨市民病院は、地域包括ケアシ

ステムを支える「面倒見の良い病

院」として、市民の皆さんのお役に

立てるよう尽力していきます。

飛騨市民病院

0578-82-1150

地域包括ケアシステムを支える
「面倒見の良い病院」を目指して

飛騨市民病院　地域連携室


